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　消防団は、地域の安全・安心や防災の要
かなめ

として欠か
すことのできない存在です。しかしながら、生活様式
の変化などから、地域によっては新たな消防団員の確
保が難しくなってきています。
　地域に最も密着した防災組織である消防団に、入団
してみませんか？
＜彦根市消防団任用資格＞（次の全ての項目に該当する人）
①︎市内在住・在学・在勤　② 18 歳以上　
③︎団の職務の遂行に堪え得る心身を有する

消防団に入団しませんか？

　災害への対応はもとより、広報活動、予防指導、
災害時要援護者対策などの部門で、その能力を発揮
してみませんか？（現在 12 人で活動）
※市の女性消防団員（ヒコネサンフラワーズ）は県下で
最も古く、昭和 63 年に女性としての視点を生かし
た活動と消防団の活性化を図るため採用されました。

女性消防団員も募集しています！

消防団協力事業所
表示制度

　「消防団協力事業所表示
証」を交付し、地域での当
該事業所の社会貢献を広く
広報し、地域住民や他の事
業所からの理解を一層深め、
消防団員の入団促進を図る
ための制度です。
　事業所のイメージアップ
のためにも、本制度をご利
用ください。
【交付の対象】消防団に入団
している従業員が２人以上
いる事業所や消防団の訓練
場所、災害の発生時に事業
所の資機材を提供するなど
彦根市消防団に積極的に協
力している事業所　など
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▲月次茶器（個人蔵）▲月次茶器のうち
５月 橘に水鶏蒔絵茶器

博物館だより

▲桜花透文釣燈籠

▲直忠公御帰館日誌

▲風俗図（彦根屛風）

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

■ 5月17日㈪・同18日㈫は、展示替えのため一部休室します。

特

別

公

開

5月16日㈰まで
「国宝・彦根屛風」
　近世初期風俗画の傑作、国宝・彦根屛風を特別公開
します。

びょう ぶ

　古来、花は人々に愛され、その姿はさまざまなデザ
インに取り入れられてきました。本展では、梅や桜、
蓮、菊など、四季折々の花をあしらった美術工芸品を
紹介します。

5月19日㈬～6月15日㈫まで　※6月8日㈫は休館
「花々の意匠－四季を彩る－」

いろど

■ スライドトーク
　 5月22日㈯　14：00～14：30
    解説：当館学芸員　　場所：講堂
　 当日受付（先着35人）※無料（観覧料は別途必要）

特

集

展

示

学校設立への資金協力など、
大名から華族となった近代の井
伊家が東京を本拠とした後に
行った、彦根での諸活動を紹介
します。

「井伊家と近代彦根－井伊家近代文書調査の成果より－」

6月14日㈪まで　※6月8日㈫は休館
資料調査事業完了記念

テ

ー

マ

展

▲四季花鳥図御簾屏風（部分）

チケット情報

みずほ文化センター

ひこね市文化プラザ

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取扱い】（T.M.R. を除く）
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は、託児サービスを実施します。
子ども1人1,000円。各ホールまで事前予約が必要です。

5月の休館日：6日㈭ 10日㈪ 17日㈪ 24日㈪ 31日㈪

申込・お問い合わせ先  チケットセンター ☎27-5200 (9：00～19：00)
チケットはインターネットでもご購入いただけます。https://bunpla.jp/

申込・お問い合わせ先　みずほ文化センター
☎43-8111（9:00～17:00）

5月の休館日：4日（火・祝）5日（水・祝）6日㈭ 11日㈫ 18日㈫ 25㈫

彦根亭  みずほ寄席 Vol.38　皐月公演　

出演：笑福亭呂翔、笑福亭伯枝、にしね・ザ・タイガー、
よふかしイエロー

5月23日 ㈰14:00  多目的ホール

自由　　　　【好評発売中】 前売500円、  当日600円

『劇団四季 The Bridge 
7月23日（金・祝） 18:30  グランドホール

【5月16日㈰9：00～予約開始】
ひこね市文化プラザ友の会
S席 9,000円　A席6,600円　B席3,300円
【5月23日㈰9：00～予約開始】
一般　S席 9,900円　A席6,600円　B席3,300円

【ひこね市文化プラザ・みずほ文化センターでは、次の感染症対策を実施しています】▶館内設備の定期消毒　▶手指消毒液の設置
▶飛抹飛散防止カーテンの設置　▶非接触型体温計の常備　▶新型コロナウイルス感染拡大防止システム「もしサポ滋賀」の表示の設置

小学生以上 託児あり（有料・要予約）

指定

※ひこね市文化プラザでは彦根市民先行・友の会の発売のみ。一般発売は行い
ません。一般発売は5月15日㈯から、チラシ・ポスターにある専用サイトより、
各自お申し込みください。

～歌の架け橋～』

小学生以上 託児あり（有料・要予約）

T.M.R.  LIVE  REVOLUTION’21 -VOTE-
5月26日㈬ 19:00 / 5月27日㈭ 16:00 　グランドホール

彦根市民先行・友の会　9,000円
　彦根市民先行 【5月2日㈰ 9：00 ～ 5月5日（水・祝） 19：00】
　友の会 【5月8日㈯ 9：00 ～ 5月12日㈬ 19：00（休館日を除く）】

指定

※彦根市民先行は、一部限定枚数での取扱いです。
彦根市民先行・友の会ともに予定枚数に達し次第、
販売を終了します。
※チケットは 1 人 2 枚まで。座席の指定はできま
せん。チケットの発券は5月15日㈯以降となります。
※チケットの購入は、ひこね市文化プラザチケット
センター電話（☎27-5200）のみ。オンラインで
の発売はありません。
※彦根市民先行の支払いは窓口のみです。支払い
の際、身分証の提示をお願いします。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮した座席配列で実施。


